
 株式会社かんでんCSフォーラムは、全国の30代～50代女性を対象とした自主調査を実施した（調査期間：2019年7月24日～26日、回
答者：450名）。 
 

 男性の育児休暇取得を企業に義務付ける動きについて、賛成（「どちらかといえば賛成」を含む）』85.1％に対して『反対（「どちらかと
いえば反対」を含む）』14.9％と、8割以上が賛成という結果となった。年代別では、40代・50代の賛成は8割強であるが、30代の賛成は9
割を超えていることから、年齢が若くなるほど賛成が多い傾向がみられる。一方、居住地別では、大きな差はみられなかった。 
 

 男性の育児休暇取得に対する問題（13項目）について、居住地別でみたところ、「中小企業や人手不足の企業では、男性の育休取得
は難しい」、「男性の育休取得は、職場の理解が得られにくい」、「出世への影響や望まない異動などが心配」の3項目で首都圏より関西
圏のほうが10ポイント以上高く、この結果から企業による男性育休への理解については、首都圏のほうが進んでいるように思われる。 
 

 また、全体でみると、「一時的な休業より、男性が日常的に家事・育児に参加することの方が望ましい」の項目が上位に挙げられてい
ることから、男性の家事育児への日常的な参加意識を高める恒常化させることが必要だろう。 

         ２０１９年９月 
   株式会社かんでんCSフォーラム 

男性の育児休暇取得でイクメンを増やすことはできるのか？ 

～  企業・男性側の意識改革が必要  ～ 

       ＜問合せ先＞ 株式会社かんでんＣＳフォーラム 

                 担当：水野、大平、慎 

                 ＴＥＬ：０６-４９６３-８８３８／ＦＡＸ：０６-６２８２-６３００／メール：marketing@kcsf.co.jp  

よろしければ、記事にお使いください。（その際には下記問合せ先までご一報ください。） 

調査に関する詳細等（属性別のクロス集計など）についても、ご興味があればお問い合わせください。 

図１．男性の育児休暇取得義務付けの動きについて 
   どう思いますか？ 

31.6

41.3

26.7

26.7

53.6

50.0

56.7

54.0

11.3

6.7

14.0

13.3

3.6

2.0

2.7

6.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

（ｎ＝450）

30代

（ｎ＝150）

40代

（ｎ＝150）

50代

（ｎ＝150）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対

図２．男性の育児休暇取得に対する問題についてどう思いますか？ 
   ※「そう思う」の回答のみ抜粋 

31.6

33.3

32.0

29.5

53.6

52.8

55.7

53.2

11.3

9.4

9.3

14.5

3.6

4.4

3.1

2.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体

（ｎ＝450）

首都圏

（ｎ＝180）

関西圏

（ｎ＝97）

その他

（ｎ＝173）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対

39.1

35.8

33.3

29.6

27.3

26.7

26.0

23.8

22.4

22.0

21.6

21.1

9.3

37.2

34.4

27.8

31.7

29.4

23.9

24.4

22.8

23.9

23.9

19.4

22.2

7.2

49.5

40.2

42.3

29.9

28.9

34.0

25.8

32.0

21.6

24.7

26.8

24.7

11.3

35.3

34.7

34.1

27.2

24.3

25.4

27.7

20.2

21.4

18.5

20.8

17.9

10.4

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

中小企業や人手不足の企業では、

男性の育休取得は難しい

一時的な休業より、男性が日常的に

家事・育児に参加することの方が望ましい

男性の育休取得は、

職場の理解が得られにくい

男性にも短時間勤務や残業の制限など、

恒常的に育児に参加できる制度が必要

いざ育休を取るとしても、

男性の子育てに関する知識不足が不安

出世への影響や望まない異動などが心配

男性は外で働き、女性は家事育児を

すべきという風潮が根強い

育休によって、男性が育児に参加する

意識やスキルが高まる

少子化対策のために、

男性の育休取得を推進するべき

女性の社会進出を活性化させるために、

男性の育休取得を推進するべき

上司や同僚、部下に負担をかけてしまう

男性の育休取得を推進することで、

職場の働き方改革が進む

収入の減少を考えると、

男性は育休を取らない方がいい
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